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新規の医薬品や医療機器の産
業化に向けた実用化研究の基

盤が十分に整備されていない。

第3期科学技術基本計画分野別推進戦略（ライフサイエンス分野）より

民間企業における
・ 研究開発リスクの増大
・ 製品化の遅れ

開発の長期化

高コスト化

画期的治療薬等が患者・国民により早く届くようにするには・・・

基礎研究の成果の実用化に
向けた研究開発の強化が必要。

新規に研究を採択し、
事業を強化

臨床研究推進研究（基礎研究成果の臨床応用推進）
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臨床研究推進研究（臨床研究・予防・治療技術開発）

１年目 ２年目～５年目研究計画の立案 研究の実施（選別あり）

第Ⅱ期トランスレーショナルリサーチの推進

医薬品や医療機器を用いた治療法等の医療技術（既存のものを含む。）について
臨床において適切に実施されるようエビデンスを確立する研究

③統合医療分野 ：科学的評価法の開発に関する研究

①医薬品・医療機器を用いた治療法開発等の臨床試験

②医薬品・医療機器による治療効果の臨床的エビデンスの実証

疾患領域幅広く（小児含む。がんは除く。）・適応外使用等

併用により、効果を高めたり、新たな効果が得られる可能性がある。

海外では標準・国内では実用化されてない治療・
高度に先進的な使用の臨床エビデンス

西洋医学に含まれない医療領域である相補・代替医療（漢方、あん摩マッ
サージ指圧、はり、きゅう、柔道整復、食事療法、カイロプラクティック及びヨ
ガ等）を現代西洋医療と効果的に組み合わせた医療を指す。

標準診断・治療法の研究
介入研究的臨床研究 etc

長寿 生活習慣病 エイズ・肝炎・新興再興感染症
免疫アレルギー 精神 難治性疾患 etc

○ 重大疾患分野 ○ 研究内容
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安心して医
療を受けら
れる根拠と
して活用

 
 

 


